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環境にやさしい大豆油インキ
を使用しています。

本紙は環境保全のため再生紙を
使用しています。

四季の変化を高梁川の風に感じる玉川橋。人工物なが
らトラスの赤い鋼材が周囲の景観とシンクロしている
ようです。

長い支間長のワレントラスが３つ連なる美しい玉川橋。洪
水の時も流木などが引っ掛りにくい橋脚、流面と通行路の
間に構造物を持たない下路式は室戸台風復興橋梁ならでは
の特長。

玉
川
橋
（
玉
川
町
玉
・
松
山
）

　

第
七
回
の
拙
稿
で
紹
介
し
た
田
井
橋
同
様
、
昭
和

九
年
の
室
戸
台
風
被
害
か
ら
復
興
し
た
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

に
は
、

中
井
橋
、方
谷
橋
、落
合
橋
、玉
川
橋
が
あ
り
ま
す
。

方
谷
橋
は
国
道
工
事
に
伴
っ
て
市
街
地
側
の
プ
レ
ー

ト
ガ
ー
ダ
ー
が
短
縮
さ
れ
、
復
興
落
合
橋
は
親お

や

柱ば
し
ら

を

残
す
の
み
で
す
。
中
井
橋
と
玉
川
橋
は
完
成
し
た
昭

和
十
一
年
頃
の
姿
を
と
ど
め
ま
す
。

　

今
回
は
、
玉
川
町
と
松
山
広
瀬
に
架
か
る
玉
川
橋

を
取
り
あ
げ
ま
す
。

　

藤
井
郁
夫
氏
は
、『
岡
山
県
の
近
代
化
遺
産

－
岡

山
県
近
代
化
遺
産
総
合
調
査
報
告
書
（
平
成
十
七

年
）』
で
、
玉
川
橋
の
特
長
を
「
川
幅
、
特
に
流
水

区
間
が
幅
広
く
な
っ
た
場
所
で
は
大
支し

間か
ん

が
可
能

な
ト
ラ
ス
橋
を
、
等
支
間
長
で
複
数
径け

い

間か
ん

を
架か

設せ
つ

し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
ワ
レ
ン
ト
ラ
ス

部
分
は
支し

間か
ん

長ち
ょ
う

四
十
五
・
六
五
九
メ
ー
ト
ル
一
連
と

四
十
五
・
七
二
メ
ー
ト
ル
二
連
。
ほ
ぼ
等
間
隔
で
並

ぶ
三
つ
の
ト
ラ
ス
桁
と
十
・
一
メ
ー
ト
ル
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
桁
の
四
連
構
造
で
、
橋き

ょ
う

長ち
ょ
う

（
橋
の
全
長
）

一
五
十
・
七
メ
ー
ト
ル
に
対
し
て
橋き

ょ
う

脚き
ゃ
く

は
わ
ず
か
三

本
。
洪
水
の
教
訓
を
活
か
し
た
設
計
で
す
。

　

江
戸
時
代
ま
で
わ
が
国
に
架
け
ら
れ
た
橋
の
材
質

は
木
、
土
、
石
。
山
が
急き

ゅ
う

峻し
ゅ
ん

で
台
風
の
上
陸
頻
度
が

高
い
九
州
で
は
、
種た

ね

山や
ま

石い
し

工く

な
ど
が
ア
ー
チ
の
石
橋

を
数
多
く
造
り
ま
し
た
。
加
工
し
や
す
い
安あ

ん

山ざ
ん

岩が
ん

が

豊
富
に
あ
っ
た
た
め
で
す
。
明
治
に
な
り
、
鉄
道
と

共
に
発
展
し
た
橋
桁
は
プ
レ
ー
ト
ガ
ー
ダ
ー
。
備
中

川
面
駅
前
後
に
架
か
る
四
本
の
伯
備
線
高
梁
川
橋
梁

な
ど
が
そ
う
で
す
。
プ
レ
ー
ト
ガ
ー
ダ
ー
は
、
Ｉア

イ

形

鉄
材
を
並
べ
た
単
純
な
構
造
で
、
架
設
も
容
易
だ
っ

た
こ
と
か
ら
広
く
普
及
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

五
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
支
間
長
の
橋
梁
に
は
、
よ

り
強
度
の
高
い
桁け

た

が
必
要
で
し
た
。
そ
こ
で
登
場
し

た
の
が
ト
ラ
ス
橋
で
す
。
細
い
部
材
を
三
角
形
状
に

組
み
、
ピ
ン
結
合
し
た
単
純
な
骨
組
橋
梁
構
造
物
に

は
、
設
計
・
製
作
が
容
易
で
強
度
・
鋼こ

う

度ど

が
高
い
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
、
全
国
各
地
に
広
ま
り

ま
し
た
。

　

藤
井
氏
に
よ
る
と
、
旧
玉
川
橋
は
一
連
の
下か

路ろ

ト

ラ
ス
橋
と
木
桁
橋
。
昭
和
四
年
の
竣し

ゅ
ん

工こ
う

で
す
。
こ
の

う
ち
の
木
桁
部
分
が
室
戸
台
風
で
被
災
。
そ
こ
で
、

被
害
を
免ま

ぬ
か

れ
た
橋
と
同
じ
形
で
ほ
ぼ
同
じ
寸
法
の
ト

ラ
ス
橋
二
連
を
増
設
し
ま
し
た
。

　

玉
川
橋
に
は
灯と

う

籠ろ
う

型
の
親
柱
が
あ
り
ま
す
。
車
で

通
り
過
ぎ
た
ら
気
が
つ
か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

高
梁
市
内
で
灯
籠
型
親
柱
を
持
つ
橋
は
、
紺
屋
川
に

架
か
る
相
生
橋
や
有
漢
川
を
跨ま

た

ぐ
巨
瀬
町
の
柳
橋
な

ど
で
す
。
玉
川
橋
の
幅ふ

く

員い
ん

は
四
・
五
七
メ
ー
ト
ル
。

け
っ
し
て
広
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
橋
の
上
か
ら

眺
め
る
高
梁
川
と
山
々
が
織
り
な
す
四
季
の
風
情
に

は
息
を
飲
み
ま
す
。

（
文
・
吉
備
国
際
大
学
社
会
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
准
教
授
・
小
西
伸
彦
さ
ん
）


